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しよくちゅうしよくぶつ

回虫を食べる植物～食虫植物
えいよう し

虫を食べて栄養|こしている植物を知っていますか？
しよくちゅうしよくぶつようぶん しっち ふつう

食虫植物は、養分の少ない湿地や岩の表面など、普通の植物が育ち
は ほか こうごうせい えいよう

にくい場所に生えています。他の植物と同じようIこ光合成をして栄養
ようぶん すと

をつくっていますが、足りない養分を虫から吸い取っていますｂ
しよくちゅうしよくぶつ さむところ ねったいち

食虫植物は、シベリアのように寒い所から、ボノレネオなどの熱帯地
ほう しゅせかいじゅうぶんぷ しゅじせい

方まで、約500種が世界中に分布していて、日本Iこは約20種が自生して
なかま

います。さっそく、どんな仲間がいるか見てみましょう

ハエトリグ

■○

三二=こ≦

－１－



回虫のとり方
しよくちゅうしよくぶつ か かたち

虫をとるため、食虫植物の葉は変わった形をしています。虫のとリブ
しゆるい しようかえき ようぶん

方は４種類あﾘﾌﾞ、虫をつかまえると消化液でとかし寸養分にします。

えき

あ）とI,もち式葉の毛の先のねばねばした液で虫をつかまえる

Ａモゥセンゴケ
しっち しつげん

９９？やうと_iＬ９ｐ
ひな'王３

。ｂｂＯ四

湿地やミズゴケの湿原など
（こ

に育ちます。虫が逃げようと
ま

しても、やがて葉が巻きこみ、

い）わな式葉をとじて虫をつかまえる

Ｂハエトリグサ

－２－

ほくくいげんさんあかたいようしっ

北米原産。明るい太陽と湿
け．この

気を好みます。ミズゴケのク､ソ
せいかつ

ションの上に生活しています。
かんかくもう いじよう

感覚毛に２回以上さわらな
と いがい

し3と葉は閉じません。虫以外の
たいさく

1ものが入ったときの対策です。



すこ

う）吸い込み式

Ｃタヌキモ

すこ

虫を吸い込んでつかまえる

いますいめんかう

池や沼の水面下に浮かんで
せいかつ

生活する根なし草。
ほちゅう ふくる

捕虫のう（袋）がたくさん
ぽう

ついていて、そのテコ棒Iこさ

わると、ふたが押しあけられ
すこふくろ

て吸い込ま;ｆします。袋の中で
たす

は、バクテリアの助けをかり
ぷんかい

て虫を分解します。

あなふくろ

え）落とし穴式袋の形になった葉の中に虫が落ちる

，サラセニア

－３－

ほくくいげんさん

北米原産
つつじょう

葉が筒状になっていて、虫
つつうちがわ

をつかまえます。筒の内側に
したむ ｛ま

は下向きの毛がたくさん生え

ていて、はい上がれません。
ふくろ さいきんしようかえき

袋の中の細菌や消化液で虫を
ぶんかい

分解します。
さ

春にはきれいな花が咲きま

す。



〃

かんさつ

回観察してみましょう

ふくろにんげんいぶくろ やくめ

ウツボカズラの袋は、人間の胃袋とそっくりの役目をしているよ。

〃

どうなっている かな？さて、

せん

線で切って

くると、６

－ジの答え

見ることが

きます。

て

点
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と
で
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かいとうかいせつ

回解答と解説
あま

ウツボカズラは、ふたの下にたくさんの甘いみつを出していて、ア
あつ

りなどの虫が集まってきます。みつによってきた虫が、足をすべらせ
そこ

ると、底には水力§たまっていておぼれてしまいます。はいあがろうと
しよう

してもつるつるしていて登ることができません。つかまった虫は、消
かせん しようかこうそぶんかい えいよう

化腺からでる消化凹孝素で分解され、栄養にされてしまいます。
しゆるい しようか

ボノレネオのラジャーという種類は、カエノレや小さいネズミも消化し

てしまうといわれています。
こきようとうなん ねったいちほう

ウツボカズラの故郷は東南アジアの熱帯地方です。
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